





























































































































































































₇　仲道・前掲注（ ₆）₂₂₅頁以下、高橋＝仲道・前掲注（ ₆）₈₃頁以下、成瀬・前掲注（ ₆）法学₇₅巻
₆ 号₆₆頁以下、照沼・前掲注（ ₆）₅₂頁以下、滝谷・前掲注（ ₆）₁₉₇頁以下など。
₈　山口厚「判批」刑事法ジャーナル₁₈号（₂₀₀₉年）₈₃頁、山口・前掲注（ ₆）₅₇頁、橋爪・前掲注（ ₆）














































































₁₃　仲道・前掲注（ ₆）₂₂₁頁。また、成瀬・前掲注（ ₆）法学₇₅巻 ₆ 号₅₅頁、深町・前掲注（ ₆）₁₂₉頁
参照。
₁₄　橋田・前掲注（ ₂）産大法学₂₂₈-₉頁。







































































₂₄　成瀬・前掲注（ ₆）法学₇₅巻 ₆ 号₆₆-₇頁。
₂₅　もっとも、成瀬・前掲注（ ₆）法学₇₅巻 ₆ 号₆₇頁は、このような判断をする際には、「当該事案と関
係する構成要件を手掛がりにする必要がある。」として、「この意味で、当該判断は、純粋に前刑法的
な問題ではなく、構成要件関連的問題である。」とする。



































































₂₇　成瀬・前掲注（ ₆）法学₇₅巻 ₆ 号₆₉頁。
₂₈　成瀬・前掲注（ ₆）法学₇₅巻 ₆ 号₆₇-₈頁。
₂₉　長井・前掲注（ ₆）₂₃₄頁。
₃₀　長井・前掲注（ ₆）₂₃₄-₅頁。


















































































































































₄₄　長井・前掲注（ ₆）₂₃₆頁、成瀬・前掲注（ ₆）法学₇₅巻 ₆ 号₆₅頁。
₄₅　永井・前掲注（ ₄）₁₃₄頁、遠藤・前掲注（₂₂）₁₅₉頁。




























































































































































































































₆₄　橋爪・前掲注（ ₆）₁₀₀頁、照沼・前掲注（ ₆）₆₁頁、滝谷・前掲注（ ₆）₁₉₃頁。
₆₅　松田・前掲注（ ₃）₅₁₃頁、川端・前掲注（ ₃）₁₆₈頁、滝谷・前掲注（ ₆）₁₉₄頁。
₆₆　本判決に対する評釈として、飯田喜信「判解」『最高裁判所判例解説刑事篇〔平成 ₉年度〕』（₂₀₀₀年、
法曹会）₉₁頁、橋爪隆「判批」ジュリスト₁₁₅₄号（₁₉₉₉年）₁₃₃頁、松宮孝明「判批」法学教室₂₀₈号（₁₉₉₈
年）₁₁₀頁、橋田久「判批」産大法学₃₂巻 ₄ 号（₁₉₉₉年）₁₁₈頁、日高義博「判批」現代刑事法 ₁号（₁₉₉₉
年）₆₉頁、岡本昌子「判批」同志社法学₅₁巻 ₆ 号（₂₀₀₀年）₂₆₃頁、山本光英「判批」山口経済学雑誌
₄₇巻 ₅ 号（₁₉₉₉年）₁₉₉頁、小田直樹「判批」『平成 ₉年度重要判例解説』（₁₉₉₈年、有斐閣）₁₅₀頁など。


































































































その ₆時間後、A は第 ₁暴行に起因するクモ
膜下出血により死亡した。
イ　裁判所の判断






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































₁₀₃　松田・前掲注（ ₃）₅₀₇頁、松尾・前掲注（ ₉）₁₄₂頁、川端・前掲注（ ₃）₁₆₈頁。





















































































































































































































































₁₁₈　拙稿「正当防衛状況という判断基準について（ ₂・完）―最高裁平成₂₀年 ₅ 月₂₀日決定を契機とし
て―」早稲田大学大学院法研論集₁₄₁号（₂₀₁₂年）₆₉頁以下、同「自招防衛の処理について」早稲田大
学大学院法研論集₁₄₃号（₂₀₁₂年）₁₁₉頁以下。
